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OH 本植物に關する最近の外國文獻（其二)(原 : 寛） 

Merrill 教授は昨年滿70歲: C 達し7月末日アーノルド樹木園長を辭 U 今後.は硏究 
に專心される箬である。 Chronica Botanica 焯特に第1〇卷3/4號 p..131-394(Aug-. 
.1946)を _‘Merrilieana’ と.名#けて同博土の紀念號と’し，.博士の略曆，■論文目錄及び_ 
19〇 7 から今迄に發表された主要な一般的論說き3篇を選びこれを再版集錄して發行し 
た。同博士は前報に於て紹介した諸論文0外に Malaysia； Polynesia',Nev/ Guinea の 
.植物に關する多くの論文を發表し，尙從來看過され勝ちだった R—nesque が發表した 
凡ての學名の目錄 Index Rafinesquianus. の編輯を19 4 2年以來續け，又多年に互って 
:準備'して居た.‘ A Botanical Bibliography of the Islands of the Pacific 7 も Contr. 
U. S. Nat.Herb. 30 : Part. 1,404 p. として.' Walker が. Subject Index を附 して本. 年 
.2 月に出版.された ， . : r ■ \ ' . '' , .. ' 

この內 Raf;nesque に關するものは6篇程あるが,日'本植物の學名にも關係があり色 
々の意味で興诛のある ‘Rafinesque’s publications .from the standpoint of» world 
.botany% Proc.. Amer. Philos. Soc. 87 : 110-119 ( 194 3) の一部を紹介して見る 0 
.Rafinesque は1783 .年コ y スタンチノー ブル郊外に生れ，1840年フイラデルフイア 
で死ぬ迄，波瀾と苦難?こ滿ちた一生を遠り，彼©性格も:亦頗る變って居り浮浪者的で思ふ 
'がままに行動した。彼の著書は何れも發行部擊少く現在で ft 極めて稀である爲 Index 
: Kewensis 等》こも脫落して居るものが非常に多い。彼は大約3000'に上る新屬又は新亞 
.屬を名付けて居り，今迄學者に全く無視されて居る植物名は1200乃至1500.に達する 
見込である。整理の完了した羊齒類に就て見ると62の新衽中， Index Filicum に載っ 
て居るものは僅か8に過ぎない。併しこ)れ等の名を拾ひ出す事が現在®命名を覆す場合 
枕極く少いのであって，羊齒類では唯一屬と.一種，.卽ち Struthioptens (non We：s. 
1770 nec Bern] 1.180 1).Willd. (1809 )，Matteuccia Todaro(1866) の代り.に Ftere'tts 
Raf..(1818^) と クサ ソ テツ 屬）.が採用され，又 Equisetum praeaUum Ral が認めら 
-れるだけである。百年以上も看過されて居た多数の‘ Raf •.の植物艿の目錄を作らうとす 
る主な理由は，多くの命名上の變更をもたらさせる舄ではなく，今後發表されるかも知 
.れない同名 （homonym) を避ける爲である。 Raf. の屬名が現在廣く用ひられて居る 
属名より早し、場合には，後者を保留屬名とする事が常に可能である。或は多くの學者は 
: Raf: の出版物を凡て木適法であると bfe いと欲するかも知れないが，旣に可成りの數 
の彼の屬名種名が一般に認められて居る以上，それ等の名を棄てずに彼の出版を不读な 
りとする事は難しい。 Raf. の發表した多數の名の中で現今の植物學者;こ認められるも 
のは極めで少數であり，文當然優先權上認められるべき屬私で旣に廢棄屬各 (nomina 
rejecien'da) 中にスれられて居るものが約75もある。かくの如く多くの.學者から無視 
された責は Raf. にあり，彼が短い報文を植物專門でない變った雜誌ばらまき，/又僅 
:かに一卷位で終る數種の飼人的雜誌を出版-した黙にある：最も甚 レレ 、例は f Herbarium 
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Eaf .' nesqiaianum 〔1833)と Western Minerva (1821〕で，現在各々1部だけし成見出； ) 

されて居:ない。 Raf . は全く彼獨自の見興と命名法を主張して多數の新名を荽表した。 

世界中何人も比べるも'ののない3000といふ多數の新屬名を發表して居ながら，現在認 
められて居る.もの約 25 で，廢棄屬名とされたものをいれても100であり5%にも滿' 
たないどいふ事からも，彼の判斷の不當さがうかがはれる 0 併し彼の新屬中には今後採. 

' 用されたり，又廢棄名に追加される名が未だそのままにな,つて居る。例へぽ丑 e & o/cia 
Raf ” AlsogrvAmer ：. 147 (.1838) は Sambucus japonica Thunb . J こ_いたもので， 

- 恐物〇^!^ S :. eb.et Ziicc .〔 l 840)( コへノズヰ屬〕より古い。この變更会避け、る倉に後者- 
を保窗名 とする必要があ:る。熱帶で著名なホウワウボク今も Poirmana regia Bojer 
と呼ばれる事があるが，.’屬名としては當然伙化 Raf . が正しく， B . regia ( Boj .) 

Raf. と云るべきである 。 Rytilix Raf. (1830)(ヤへガヤ屬〕は屬©記載を伴はず不 
當の出版であり.，' Hackelochloa O . Kuntze(l89l) を用ふるの.が正しい。.又若し現代の 
植物學者が大きな麵な屬を分割する樣な.場合には，新名を作る愁要なぐ：多くは Raf •へ 
の旣に出版した名が艰立つ。彼の扱;^た範圍は極めて廣く殆ど全世界の植物に關連を挣 
?て畏り，各國の植物學者がもつと彼の論文に注意し，■少くともモノダ.ラフを書ぐ場合' 
には彼の屬，亞屬，節名に考慮を.狒ふ事が希望される 〇 « 

以上 7 Merrill :博士の Raf. に對する批判は第三者的立場から公正に行はれ，その主- 
眼が命名上の變更を最少限に止め， 今の內に完全な目錄を作つて今後の混亂を未卷に 
防がうとする難にあるのは同感である。尙 Raf. の著書 Autikon Botanikon, Flora- 
.Tellurisma 友び Syiva Telluriana はア .ー ノル.ド樹本園で最近複製され阪賣.されて居る。， 

又 'Ward. 大尉採集のビルマ北部の植物が ■ Brittonia 4 : 20-188(1941) で鑑定發表さ 
.れ T 居る。この中で日本植物に直接關係のある記事がニクある。一はカクレミノ屬に闘¬ 
する もの： ' 私が植物硏究雜誌 16: 260(1940) ■で述べた:と伺檬に Dendropanctx を 
採用すベき理由を說明してアジア產の種類を全部列.擧してある （ P . 129-134)。他はキバ 
ナシヤクナゲの學名で （ p .148)， 使ひ酬れた Rhododendron chrysanthum Pallas - 
_ (1776〉より, も， ■ R.aureum Georgi , ^ emerk . Re : se . Russ . Reich 1 : 214 • 77 5) の 
方;^早い事が明かにされた。、 ： 

> 次にアーノノレド樹木園からの Contributions it £ Sargent + ki ’.. と改題され， No . 6迄. 

... 岀版された。’ No . 1(1942) ft A . C . Smith 博士とその協力者の J Fijian.Plant Stages . 

IF が載つて居る。 No . 2(1942) は Li 博士の ‘.The Araliaceae of China p ., l -134 , 

で， 17 .屬 121: 種 3? 變種が寧められ，各々に檢索表，文獻，記載，標本が引甩してあ. 

る。雲南，北部印度から新屬 Merrilliopanax Li が記載.され，. 2、種を含む。カクレミ’ 

ノ屬には. I ? 6 遍 r •ゆ cmacr が採用され ， Eleutherococcus Acanthopanax に入れら. 

れて居る。二 y ' の學名は命名規約に反レて居り‘，批判的な難しい群の取扱9には物足. 
i ) ない黯がある 0 . No . 3 (1943) i こは Luetta Chen 博士の Sabm . 屬 Q モノグラフ及び ： 
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Merrill. 博士との共著の.中國，碑印產の Omosia 屬が發奉:されてる。 Sab.ia 了 T : 
カブラ屬〕'は全部で 53 種' 11 麵を認め，その中 24 種は新しく記載され，分布0中. 
心咚中國で尙新種が見出されるものと期待される。小泉博士が植物分類地理 5 : 56-57 
(1936) に書かれた東亞產本屬の檢索表は， Kew 植物園で Stapf 博士が'準備された假： 

りのものを譯され才このだと云ふ事が明かにされた。併し不幸にも表中にある中國產1〇種 
の未發表の學名は著者が Duan と誤記されて居る。本屬は花盤の性質により2節に區分 • 
， ' され， ン 日本產は Sect. Odontodiscas Chen (p.15>i こ屬 する。—アヲカブ ラ. 〔 S. japdnica 
Maxim.) (p.34,fig.1 ) 你日本 及び中國に廣 く 分布し，タイヮソア ，ヲ . 力 、、ダ . ラ: （ _S. Swin- 
hoei Hemsl.(p. 44) は臺灣 7 中國に產 し ，. 又臺灣產 のアリ サ.ソ アヲ カ ツ 、、ラ. （ S . tra-> 
nsarisanensis Hayata (p.19) ば , Sect.Pachydiscus(p.15) .に入れられて居る。次; こ 
Ormosia 屬に就ては，舊大陸に產する本屬全部 64 種の表が擧げられ，中國に最も種類 
が多い。 その 中中國，俾印產 の 34 種に就て檢索表說萌があり， 編 灣特產のべ 土 マメメ 
:キ （0. /or' 饥 oso^b^KanehiraXp. 1 职） も含まれて居る。 . No .' 4 Cl 943> は カナダ北西 咅$の 
植物及びハドソン齡ラブラドル半島の ヤナ . ギ、屬;こ關する二論文を含み， No. 5〔1945) . 
にほ Perry 博士' if よる！1.][.1^111’敎授の/ 'Fragmenta Papu.ana . 〔19 27 , 29 )’ の英語.' 
の牵譯が載つて居る。 . ' ^ 

.米國で S 版.されたものは未だ澤出あるが，ここらで少し目先を變へて英國學者の論文' 
を二つ紹介して見よう0 .... 

Hutchinson 博士は ‘Neglected generic characters ' in the family Cornaceae ， と 
.いふ' ~ '論文を. Ann . of Bot . n . s . 8 ： No . 21， p . 8 S -93〔1942) .に發表した。.これは廣義- 
の Cornns 屬を，主として花序と苞の性質によつて6罵に分 p ) すべき事を述べたもので 
. あるが， 我々•にとつてば中井博士の說'を再確認したもので大して目新くは,ない。彼も中 
井博士の1909年の|命文を引用して全く同感であると述べて居るが，朝鮮奉林植物編〗8, 
(1927)中の四照花科を見落して居るのは誠に遺憾である。 Cornus 屬の基準種を （7. 
sanguinea L . 'と認むべき事を述べた後，各屬の分布，花序の性質を圖示し，更に屬の 
檢索表，特徵が記されて居る。ミツ、'キ屬 ( ConzMs ) は北半球の溫镲に廣く分布し飛ん' 
で南米ボリビアと ペルべ こ2種あり，' この 群中數|原始的のものと考 へられる。 次に サ 
ソシュ ュ屬〔施 croearpiw 饥 Nakai )' は 現在歐洲中南部，中國，朝鮮と北米 カリ フォルニ 尸 
.，アに4種あり,これも比較的古い屬であ,るが，.現在はその殘りのものが點々と分布して 
居.ると推測される.。熱帶アフリカ東部〇高山 fc 孤立して，木本で_雄花序を'異にする頗. 
る變 つ/こ ■一種があり:!.どれを新屬4 /rocrcmia ( p . S 9) として記載した。ゴゼ y タチバ 
ナ屬 QChamaeperid 如 venum ) は寒い氣候に適應した地下塞を持つた草本で2種あり 
北半球の溫帶に廣く分布 UC 居る，最も進(匕したものはヤマボウゾ類で，，2個所に隔離 
分希し，北米に產する4種を <7が賊1 初092 Raf . とし，ヒマラヤがら中國，日本にかけ 
て3種を產する ヤマボ，ウシ 屬を新しく Dendrobentham - ia , Hutch , ( p . 92) と名付け ：.ヤン 
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.マボウ/の學名は D . japomda (_ S ： eb . et Zucc.) Hutch •(良 93) ■と改められた a 併.しこ 
の兩屬の區別は下位子房及び果實が一個づつ分離して居るか，又は全く癒合して肉質球 
形の聚合果をなすかだけにあり,中井博士同樣私はこの兩屬を合一すを說に賛成;^あ 
り，尙命务上の問題に就ても私馬があるが，それは項を改めて發表する積で居る。 

Stearn 博士は ‘Nomenclature and synonymy of Allium odorum and A. tuoe- 
rosum， と題し Herbertxa 11 : 226-245, pi. 263-267 (1946)に主としてニラの學名に 
就て書いて居る。'先づ明かに'區別できる二種の植物が A .odorum t . 6名の下に•混合. 
されて居る事を述べ，そ©異同點を擧げた。一ゆ A.r.ct/inosum L. で6,7 . 月に開花'し 
5 花被《長さ 6~l0mm で狹長斜上し，白色で背面中肋は紅色を帶び，雄蕋は花被の約 [ 
半長，蒴は中央以下で最も幅廣く，主に南部シベリア原產であり，他の A. tuberosum 
:.« 8~^0 .月開花し，.花は小形で平開し，花被は長さ 4~7mm で白色,, . 背面中肋淡綠又 
は帶褐色をおび，雄蕋は花被の 4 / 5 長，蒴は上半に於て最も輻廣く，：東南アジア原産で 
.ある觀等が主な區別である。次に學名の問題を論じ文献を.まとめてある。 A.ramosum 
X. (1753), (p. 238〕は Gme】in，Fl. Sibir. 1: 1. 11，11や Bot. Mag. 1. 1142等で圖解さ 
.れ， A. odorum L. (1767), A. tataricuvi L. f.(1781)_ はこの異名であ令 B . ん fet&e 卜 
osurn Rottler ex Spren^el (1825) (p. 239)はニラ〔蓮〕で，■この學名の發表に至る迄： 
の經緯や基準標本を檢した結果を詳しく述べその寫眞も掲げてある。又ん uliginosum 
'G. Ddn (1827)， A. tuberosum Roxb. (1832) 等がこ p 異名である事を•考證して居る 》 
Trokhanov (1931)が ニ ラに採用 Ufe A.chinense G. Don (1827) it. A. triquetrum 
: Lour. (1790)に基いた;ものであるが，花が ‘dilute violaceus’ ■とある黯等符合せずよ 
く分らゆ潼類であると云ふ。尙 A. Thunbergii G. Don (1827) (p. 239) に就て述べ， 
この基となるべき’ Thunberg 標本室}こん odorum. と してある2枚の標本は，一は二 
ラ であり，他はヤマラツキヤウ （A. japomcum Regel CI8 75 ) で,,明かに後者を基準標 
本と考ふべきであるとなし，兩標本の窵眞が載铨てある。終りに Regel の AWiMm 屬 
の節の區分は不滿足であり， 4fi こ Sect. Rhizirideum は3節に分けるべき事を提唱し 
■た。更に A. odorum group 及びこれに近緣の A.mderiense group に屬すろ凡ての 
種類の出典と檢索表を掲げてある。、 . 1 

〇 赤の学 Q つく植物名〔前 川 文夫） ン: 

色としての赤は一番目立つもの故，これに基づく植物： D 名咚多い a もつともとの場合 
:には色彩上の嚴密なものではなくて，赤を中心にして一方は黃赤色へ，他方ゆ紫色に迄 
.及ぶ，_むしろ多ぐは靑（綠〕や白との對照の上から，比較的： D ものとして附けられて"居 
ると見て.よい0その中でアカメガグハ（芽)，アカバナ,〔花),，アカモノ C 桃の意で’僞果 ;)， 
7；カネ（地下莖)などは着色部をその儘命名上にも使つて居つて端的にわかるし又響も 
よい。しかし皐なるアカの,接頭語のものはアカザ.〔若い葉〕,アカシデ（夏の若葉)，アカ 

ダョウマ C 葉柄脚と莖)，アカマツ（樹幹)，アカソ（莖面卜藤柄)，アカガシ :（ 材幹の画 11 
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